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車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
と
出
会
っ
た
の
は
、
２
０

１
８
年
７
月
。
妹
が
参
加
す

る
イ
ベ
ン
ト
に
付
き
添
っ
た

の
が
き
っ
か
け
で
し
た
▼
車

い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
、

巧
み
な
車
い
す
さ
ば
き
や
ス

ピ
ー
ド
感
、
迫
力
あ
る
激
し

い
ぶ
つ
か
り
合
い
な
ど
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
は
違
っ

た
面
白
さ
を
感
じ
、
一
気
に

魅
了
さ
れ
ま
し
た
▼
日
本
の

代
表
選
手
は
と
て
も
素
晴
ら

し
い
選
手
ば
か
り
で
、
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は

銀
メ
ダ
ル
獲
得
。
２
０
２
１
年
Ｕ‒

23
世
界
選
手
権

で
は
優
勝
と
、
世
界
で
も
素
晴
ら
し
い
成
績
を
残
し

て
い
ま
す
▼
コ
ロ
ナ
禍
で
無
観
客
試
合
ば
か
り
で
し

た
が
、
少
し
ず
つ
緩
和
さ
れ
、
会
場
で
観
戦
で
き
る

機
会
が
増
え
て
き
ま
し
た
▼
前
に
比
べ
て
、Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
の
反
応
も
増
え
、
知
名
度
も
増
え
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
も
っ
と
も
っ
と
興
味
を
持
っ
て
く
だ
さ
る

方
が
増
え
れ
ば
い
い
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
人
が
分
け
隔
て
な
く
暮
ら
し
て
い
け
る
、

共
生
社
会
に
な
っ
て
い
け
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

﹇
大
協
和
工
業
㈱
　

　
　
　
　
　
　
ぽ
ー
ち
ゃ
ん
﹈

―― 車いすバスケット
　　ボールの魅力 ――（第29回）

　

50
回
の
節
目
と
な
っ
た

今
大
会
は
、「
第
50
回
か
ら

踏
み
出
す
建
築
物
衛
生
の

新
た
な
役
割
」
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
と
し
、
２
日
間
に

例
報
告
部
門
で
、
当
協
会

の
技
術
委
員
会
が
発
表
し

た
「
集
合
住
宅
の
共
用
排

水
管
閉
塞
事
故
に
対
す
る

保
守
の
改
善
方
法
」
が
優

秀
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
か

ら
、
発
表
者
の
大
中
武
弘

技
術
委
員
（
㈱
東
幸
）
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ディスポーザ排水処理関連で事例報告
第50回建築物環境衛生管理全国大会

　
（
公
財
）
日
本
建
築
衛
生
管
理
教
育
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
「
第
50
回
建
築
物
環
境
衛
生
管

理
全
国
大
会
」（
当
協
会
後
援
）
は
１
月
19
・
20
日
の
２
日
間
、
東
京
・
一
ツ
橋
の
日
本
教
育

会
館
一
ツ
橋
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
対
面
形
式
に
よ
る
開
催
は
３
年
ぶ
り
と
な
り
ま

す
。
研
究
集
会
で
は
、
当
協
会
も
「
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
排
水
処
理
シ
ス
テ
ム
の
粉
砕
物
堆
積
状

況
報
告
及
び
効
果
的
清
掃
方
法
の
提
案
」
と
題
し
た
事
例
報
告
を
発
表
。
ま
た
19
日
の
式
典

で
は
、
齊
藤
将
一
常
務
理
事
、
浅
田
良
成
理
事
、
大
中
武
弘
技
術
委
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
社
団
法
人
全
国
管
洗
浄
協
会
は
、
第
21
回
定
時
総
会
を
２
０
２
３
年
５

月
26
日
に
開
催
し
ま
す
。
今
回
の
会
場
は
、
東
京
・
港
区
新
橋
の
第
一
ホ
テ
ル

東
京
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
議
案
も
含
め
て
４
月
中
に
各
会
員
向
け
に
お
届
け

す
る
総
会
案
内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

５
月
26
日
に
第
21
回
定
時
総
会
開
催

齊
藤
常
務
理
事
が
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

第 50 回建築物環境衛生管理全国大会の式典の様子

齊
藤
常
務
理
事

浅
田
理
事

大
中
技
術
委
員

理事長と受賞者の皆様
（右から齊藤氏、上之原理事長、浅田氏、大中氏）

大
野
理
事
が
事
例
報
告

　

研
究
集
会
・
事
例
報
告

で
は
、
19
日
夕
方
か
ら
の

給
排
水
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、

「
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
排
水
処

理
シ
ス
テ
ム
の
粉
砕
物
堆

積
状
況
報
告
及
び
効
果
的

清
掃
方
法
の
提
案
」（
発

表
者
・
大
野
隆
次
氏
、
共

同
研
究
者
は
技
術
委
員
会

の
難
波
信
二
、佐
藤
昭
仁
、

齊
藤
将
一
、
西
川
昌
樹
、

高
岡
ジ
ョ
ー
ジ
、
大
中
武

弘
、
上
野
雄
治
の
各
氏
）

と
題
し
、
大
野
隆
次
理
事

（
㈱
環
境
管
理
セ
ン
タ
ー
）

が
事
例
報
告
を
行
い
ま
し

た
（
前
号
参
照
）。

　

今
回
は
、
技
術
委
員
会

に
よ
る
実
地
調
査
や
各
委

員
が
実
際
の
施
工
現
場
で

調
査
し
た
事
例
を
分
析

し
、
①
ど
の
よ
う
な
状
況

で
閉
塞
す
る
の
か
（
配
管

設
備
に
よ
る
も
の
と
混
入

物
の
特
徴
な
ど
を
紹
介
）

②
定
期
清
掃
の
状
況
③
実

証
実
験
に
よ
る
検
証
結
果

な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
ま

し
た
。
以
前
調
査
・
報
告

し
た
効
果
的
な
掃
除
口
と

形
状
の
解
説
に
合
わ
せ
て

部
材
を
指
定
し
、
そ
の
清

掃
方
法
に
つ
い
て
も
提
案

し
ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
に
は
、
座

長
の
明
治
大
学
・
坂
上
恭

助
名
誉
教
授
か
ら
も
質
問

が
出
さ
れ
、
有
意
義
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

事
例
報
告
す
る
大
野
理
事

わ
た
り
特
別
講
演
、
専
門

講
座
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

研
究
集
会
・
事
例
報
告
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
昼
に
開
催
さ

れ
た
式
典
で
は
、
毎
年
、

建
築
物
環
境
衛
生
分
野
に

お
け
る
功
労
者
を
表
彰
し

て
お
り
、
２
０
２
２
年
度

は
、
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

と
し
て
当
協
会
の
齊
藤
将

一
常
務
理
事
（
さ
い
た
ま

プ
リ
ロ
㈱
）、（
公
財
）
日

本
建
築
衛
生
管
理
教
育
セ

ン
タ
ー
会
長
表
彰
と
し
て

浅
田
良
成
理
事
（
㈱
大
磯

衛
生
社
）
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
前
回
の
第

49
回
大
会
研
究
集
会
・
事
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イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　

消
費
税
法
の
改
正
に
よ

り
、
２
０
２
３
年
10
月
か

ら
す
べ
て
の
事
業
者
に
対

し
て「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」

が
導
入
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

は
、
売
手
が
買
手
に
対
し

て
、
正
確
な
適
用
税
率

（
８
％
ま
た
は
10
％
）
や

消
費
税
額
な
ど
、
法
令
で

定
め
ら
れ
た
内
容
が
記
載

さ
れ
た
適
格
請
求
書
（
イ

ン
ボ
イ
ス
）
を
交
付
す
る

制
度
で
す
。

　

事
業
者
が
適
格
請
求
書

（
イ
ン
ボ
イ
ス
）
を
交
付

す
る
た
め
に
は
、
納
税
地

を
所
轄
す
る
税
務
署
長
に

対
し
て
登
録
申
請
書
を
提

出
し
、
適
格
請
求
書
発
行

事
業
者
に
な
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
登
録
申
請
に
つ
い

て
は
、
２
０
２
２
年
12
月

23
日
に
「
令
和
５
年
度
税

制
改
正
の
大
綱
」
が
閣
議

決
定
さ
れ
、
４
月
１
日
以

後
の
登
録
申
請
書
の
提
出

に
つ
い
て
緩
和
措
置
が
図

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

施
行
日
（
２
０
２
３
年

10
月
１
日
）
に
登
録
を
受

け
よ
う
と
す
る
事
業
者

が
、
申
請
期
限
で
あ
る
３

月
31
日
以
降
に
提
出
す
る

登
録
申
請
書
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
は
、
こ
の
閣
議

決
定
に
基
づ
き
、
困
難
な

事
情
の
記
載
が
な
い
登
録

申
請
書
が
４
月
１
日
以
後

に
提
出
さ
れ
た
と
し
て

も
、
９
月
30
日
ま
で
の
申

請
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
が
開
始
す
る
10

月
１
日
を
登
録
開
始
日
と

し
て
登
録
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
課
税
売
上

　

２
０
２
２
年
１
月
に
施

行
し
た
改
正
電
子
帳
簿
保

存
法
の
猶
予
期
間
が
、
２ 

０
２
３
年
12
月
31
日
で
終

了
し
ま
す
。
２
０
２
４
年

１
月
か
ら
は
、
事
業
者
規

模
を
問
わ
ず
、
税
務
申
告

を
行
う
す
べ
て
の
法
人
・

個
人
事
業
主
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

電
子
帳
簿
保
存
法
は
、

国
税
関
係
帳
簿
や
国
税
関

係
書
類
に
つ
い
て
一
定
の

要
件
を
満
た
せ
ば
電
子

デ
ー
タ
で
保
存
で
き
る
と

定
め
て
お
り
、
１
９
９
８

　

２
０
２
２
年
４
月
か

ら
、
物
流
や
運
輸
業
だ
け

で
な
く
、
自
社
の
荷
物
や

人
を
運
ぶ「
白
ナ
ン
バ
ー
」

車
へ
の
点
呼
・
ア
ル
コ
ー

ル
チ
ェ
ッ
ク
が
義
務
化
さ

れ
ま
し
た
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク

を
怠
っ
た
場
合
、
安
全
運

転
管
理
者
の
業
務
違
反
と

な
り
「
安
全
運
転
管
理
者

の
解
任
命
令
」
が
出
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

予
定
で
は
２
０
２
２
年

高
が
５
０
０
０
万
円
以
下

の
事
業
者
の
場
合
、「
簡
易

課
税
制
度
」
を
選
択
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。「
消
費

税
簡
易
課
税
制
度
選
択
届

書
」
を
事
前
に
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
事

業
区
分
に
沿
っ
て
設
定
さ

れ
て
い
る
「
み
な
し
仕
入

率
」
が
適
用
さ
れ
、
同
仕

入
率
で
一
括
計
算
が
で

年
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
で
は
、

デ
ー
タ
は
電
子
デ
ー
タ
の

ま
ま
で
保
存
（
紙
へ
の
出

力
保
存
は
Ｎ
Ｇ
）
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。違
反
し
た
場
合
に
は
、

重
加
算
税
の
10
％
加
重
や

青
色
申
告
の
取
り
消
し
な

ど
が
科
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

○
電
子
デ
ー
タ
の
保
存
方

法①
電
子
帳
簿
等
保
存

　

自
己
で
一
貫
し
て
Ｐ
Ｃ

等
で
作
成
し
た
帳
簿
・
書

10
月
か
ら
ア
ル
コ
ー
ル

チ
ェ
ッ
カ
ー
を
用
い
た
ア

ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

機
器
の
供
給
が
間
に
合
わ

な
い
と
の
理
由
か
ら
無
期

限
で
延
期
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

政
府
は
、「
見
通
し
が
立

ち
次
第
、
で
き
る
だ
け
早

期
に
使
用
義
務
化
規
定
を

適
用
す
る
」
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
２
０
２
３
年

中
に
適
用
開
始
さ
れ
る
可

き
、
事
務
負
担
の
軽
減
化

が
図
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。消
費
税
の
申
告
で
は
、

仕
入
れ
・
経
費
の
消
費
税

額
の
実
額
計
算
や
イ
ン
ボ

イ
ス
の
保
存
が
不
要
で
す
。

　

同
制
度
に
つ
い
て
も
、

税
制
改
正
大
綱
で
制
度
ス

タ
ー
ト
か
ら
３
年
間
の
緩

和
措
置
が
図
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

類
を
そ
の
ま
ま
電
子
保
存

②
ス
キ
ャ
ナ
保
存

　

自
己
で
紙
で
発
行
、
ま

た
は
相
手
か
ら
紙
で
受
領

し
た
書
類
を
ス
キ
ャ
ン
し

て
画
像
デ
ー
タ
と
し
て
保

存③
電
子
取
引
の
電
子
保
存

　

メ
ー
ル
・
Ｅ
Ｄ
Ｉ
な
ど

で
交
付
・
受
領
し
た
書
類

を
そ
の
ま
ま
電
子
保
存

（
電
子
デ
ー
タ
で
受
け

取
っ
た
イ
ン
ボ
イ
ス
も
電

子
取
引
の
要
件
で
保
存
が

必
要
）

能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

延
期
中
の
ア
ル
コ
ー
ル

チ
ェ
ッ
ク
の
義
務
化
が
適

用
と
な
る
際
に
は
、
ア
ル

コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
カ
ー
を
常

時
有
効
に
保
持
す
る
こ
と

も
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

正
常
に
作
動
し
、
故
障

が
な
い
状
態
で
保
持
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
定
期
的
な
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
も
必
要
に
な
り
ま

す
。

２
０
２
３
年
度
に
ス
タ
ー
ト
す
る
制
度

◇
10
月
か
ら
全
事
業
者
が
対
象
に

◇
２
０
２
４
年
１
月
か
ら
電
子
保
存
が
必
須
に

◇
チ
ェ
ッ
カ
ー
使
用
義
務
化
は
延
期
中

　
「
全
管
協
ニ
ュ
ー
ス
」

４
２
１
号
で
、
２
０
２
３

年
以
降
に
変
わ
る
制
度
・

法
律
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

し
た
が
、
今
回
は
「
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
」「
電
子
帳

簿
保
存
」
な
ど
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

▲
ケ
ー
ス
別
の
書
き
方
は
　
　

こ
ち
ら
か
ら
確
認
で
き
ま
す
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ＳＤＧｓとは？
　当協会も本格的に取り組みを始めたＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）。
会員各社が取り組むための参考事例としてＳＤＧｓの活動を紹介して
いきます。

　
「
持
続
可
能
な
生
産
消

費
形
態
を
確
保
す
る
こ

と
」
を
目
的
と
し
て
い
る

目
標
で
す
。

　

モ
ノ
の
消
費
は
資
源
を

消
費
す
る
こ
と
。
際
限
な

く
資
源
を
消
費
す
る
と
、

い
つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま

う
、
使
い
切
っ
て
し
ま
う

可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
状
況
に
な
ら

な
い
た
め
に
、
生
産
者
と

消
費
者
そ
れ
ぞ
れ
が
課
題

と
し
て
認
識
し
、
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
を
目
標
に

し
て
い
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
生
産
消
費

形
態
と
は
、
食
品
廃
棄
や

有
価
物
の
投
棄
な
ど
資
源

の
浪
費
を
せ
ず
に
、
少
な

い
資
源
で
、
良
質
か
つ
よ

り
多
く
の
も
の
が
得
ら
れ

る
よ
う
な
生
産
や
消
費
が

で
き
る
状
態
の
こ
と
で

す
。

　

こ
れ
を
実
現
す
る
に
は
、

生
産
工
程
で
の
廃
棄
物
の

発
生
の
抑
制
や
、
消
費
者

に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
（
再

資
源
化
）や
リ
ユ
ー
ス（
再

使
用
）
活
動
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
同
目
標
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
、
２ 

０
３
０
年
ま
で
の
天
然
資

源
の
持
続
可
能
な
管
理
と

効
率
的
利
用
、
食
糧
廃
棄

や
廃
棄
物
の
削
減
、
化
学

物
質
な
ど
の
放
出
の
低
減

が
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

使
う
側
と
し
て
の
取
り

組
み
は
、
例
え
ば
日
常
生

活
で
は
、
食
品
ロ
ス
を
な

く
す
た
め
に
、
陳
列
棚
の

前
か
ら
商
品
を
選
ん
だ

り
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
缶
・

び
ん
の
分
別
廃
棄
な
ど
も

「
つ
か
う
責
任
」
で
す
。

　

ま
た
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
業
界
で
は
、
洗
浄
で

使
用
し
た
薬
剤
類
を
き
ち

ん
と
処
理
し
た
上
で
廃
棄

す
る
こ
と
も
、
こ
の
取
り

組
み
に
当
た
り
ま
す
。

　

例
え
ば
㈱
東
幸
で
は
、

全
社
で
取
り
組
ん
で
い
る

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ

の
回
収
と
リ
サ
イ
ク
ル
活

動
に
全
社
で
取
り
組
ん
で

お
り
、
廃
棄
す
る
の
で
は

な
く
再
利
用
す
る
こ
と
で

「
つ
か
う
責
任
」
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

目標12　
つくる責任 つかう責任

規程類の一部改正など審議

委
員
会
活
動
報
告

　

当
協
会
は
、
２
０
２
２

年
度
臨
時
理
事
会
を
１
月

18
日
午
後
２
時
か
ら
、
東

京
・
新
橋
の
リ
ロ
の
会
議

室
Ｆ
ｏ
ｒ
ｕ
ｍ
Ｓ
５
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

定
款
第
34
条
に
よ
り
上

之
原
靖
理
事
長
を
議
長
に

選
出
後
、
審
議
に
入
り
ま

し
た
。
各
委
員
会（
総
務
・

広
報
・
技
術
・
支
部
活
性

化
・
優
良
事
業
者
認
定
審

査
）の
活
動
報
告
に
加
え
、

支
部
長
お
よ
び
支
部
役
員

の
選
任
案
や
、
新
規
事
業

の
提
案
内
容
な
ど
に
つ
い

て
審
議
し
ま
し
た
。

◇
支
部
長
お
よ
び
支
部
役

員
の
選
任

　

22
年
11
月
か
ら
順
次
開

催
さ
れ
た
各
支
部
総
会
に

お
い
て
、
新
た
な
支
部
役

員
な
ど
を
選
任
。
２
０
２ 

３
年
度
支
部
役
員
に
つ
い

て
原
案
を
承
認
し
ま
し
た
。

◇
新
規
事
業
の
提
案

　

総
務
委
員
会
よ
り
、
会

員
お
よ
び
当
協
会
の
認
知

度
向
上
や
活
動
支
援
に
つ

技
術
委
員
会

資
格
講
習
運
営
な
ど
協
議

　

当
協
会
は
第
５
回
技
術

委
員
会
を
１
月
11
日
午
後

２
時
よ
り
、
事
務
局
と
Ｗ

ｅ
ｂ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形

式
で
開
催
し
、「
第
50
回
建

築
物
環
境
衛
生
管
理
全
国

大
会
」
研
究
集
会
・
事
例

報
告
の
リ
ハ
ー
サ
ル
と
と

も
に
、
２
０
２
３
年
度
活

動
内
容
や
「
建
築
物
排
水

管
清
掃
技
士
資
格
講
習
」

の
運
営
内
容
な
ど
に
つ
い

て
協
議
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
３
年
度
の
「
建

築
物
排
水
管
清
掃
技
士
資

格
講
習
」
は
、
横
浜
・
福

岡
・
大
阪
・
埼
玉
の
４
会

場
で
実
施
す
る
こ
と
で
お

お
む
ね
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、事
前
準
備
・

撤
収
作
業
に
つ
い
て
の
段

取
り
、
受
講
条
件
の
見
直

し
や
テ
キ
ス
ト
改
訂
に
つ

い
て
の
進
捗
状
況
を
報
告

す
る
と
と
も
に
、
指
導
員

講
習
の
実
施
に
つ
い
て
も

検
討
し
ま
し
た
。

　

３
月
末
ま
で
に
資
格
講

習
の
手
順
書
を
改
定
し
、

新
年
度
か
ら
適
用
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
制
作
中
の
教
育

ビ
デ
オ
の
進
捗
状
況
な
ど

に
つ
い
て
も
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

広
報
委
員
会

新
規
企
画
な
ど
検
討

　

当
協
会
は
第
１
回
広
報

委
員
会
を
１
月
13
日
午
後

２
時
よ
り
、
京
都
市
伏
見

区
の
Ｗ
ｉ
ｎ
Ｌ
ａ
ｂ
と
Ｗ

ｅ
ｂ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形

式
で
開
催
し
、
２
０
２
３

年
度
事
業
や
会
報
紙
「
全

管
協
ニ
ュ
ー
ス
」
の
新
規

連
載
な
ど
に
つ
い
て
検
討

し
ま
し
た
。

　
「
全
管
協
ニ
ュ
ー
ス
」

に
つ
い
て
は
、
連
載
企
画

「
見
て
お
く
れ
や
す
」
の

執
筆
者
予
定
が
終
了
間
近

を
受
け
、
各
支
部
に
お
け

る
新
役
員
や
新
規
委
員
会

参
加
会
社
を
新
た
な
候
補

と
す
る
こ
と
で
お
お
む
ね

了
承
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

支
部
幹
事
や
委
員
の
会
社

に
執
筆
依
頼
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
理
事
会
の
了
解

を
取
る
こ
と
を
確
認
。

　

新
規
連
載
に
つ
い
て

は
、
新
た
な
排
水
シ
ス
テ

ム「
拡
張
排
水
シ
ス
テ
ム
」

の
内
容
紹
介
や
関
連
団
体

紹
介
な
ど
に
つ
い
て
、
具

体
的
な
掲
載
方
法
な
ど
に

つ
い
て
検
討
。
ま
た
、「
全

管
協
ニ
ュ
ー
ス
」
体
裁
に

つ
い
て
は
、
Ａ
３
版
か
ら

Ａ
４
版
に
変
更
し
、
将
来

は
カ
ラ
ー
化
も
視
野
に
検

討
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

22年度臨時理事会

な
が
る
新
規
事
業
に
つ
い

て
提
案
さ
れ
、
①
展
示
会

出
展
②
協
会
活
動
報
告
会

（
仮
称
）
に
つ
い
て
検
討
。

　

展
示
会
出
展
に
つ
い
て

は
、
総
務
委
員
会
の
第
２

期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に

「
排
水
管
清
掃
業
の
地
位

向
上
の
た
め
の
取
り
組

み
」
と
し
て
、「
管
清
掃
業

の
社
会
的
認
知
度
を
高
め

る
た
め
の
活
動
」「
協
会

の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
た

め
の
取
り
組
み
」が
あ
り
、

委
員
会
の
取
り
組
み
を
実

現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
出
展
を
検
討
。
出
展

対
象
と
し
て
「
ビ
ル
メ
ン

ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ア
＆
ク

リ
ー
ン
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」（
11

月
）、「
マ
ン
シ
ョ
ン
総
合

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」（
５
月
）、「
国

際
ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン

シ
ョ
ー
」（
２
月
）、「
Ｊ
ａ

ｐ
ａ
ｎ　

Ｈ
ｏ
ｍ
ｅ 

＆ 

Ｂ
ｕ
ｉ
ｌ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ 

Ｓ

ｈ
ｏ
ｗ
」（
11
月
、
ビ
ル

メ
ン
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ア

と
併
催
）、「
管
工
機
材
・

設
備
総
合
展（
東
京
）」（
７

月
）
な
ど
を
候
補
と
し
て

提
示
。第
１
候
補
と
し
て
、

「
ビ
ル
メ
ン
ヒ
ュ
ー
マ
ン

フ
ェ
ア
＆
ク
リ
ー
ン
Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｏ
」
を
軸
に
、
検
討
し

て
い
く
こ
と
を
承
認
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
各
支
部
主
要
都

市
で
開
催
さ
れ
る
展
示
会

に
出
展
し
、
支
部
活
性
化

に
つ
な
げ
る
活
動
を
進
め

る
こ
と
に
つ
い
て
も
検
討

す
る
こ
と
を
承
認
し
ま
し

た
。

◇
建
築
物
排
水
管
清
掃
優

良
事
業
者
認
定
制
度

　

第
１
回
目
の
認
定
事
業

者
に
つ
い
て
、
２
０
２
４

年
度
に
更
新
時
期
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
再
認
定
内

容
に
つ
い
て
検
討
を
開
始

す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

◇
２
０
２
３
年
度
事
業
計

画
案

　

第
21
回
定
時
総
会
よ

り
、
総
会
資
料
に
お
け
る

事
業
計
画
の
記
載
を
簡
略

化
し
、
各
事
業
別
の
取
り

組
み
内
容
を
提
示
す
る
形

式
に
変
更
す
る
こ
と
を
承

認
し
ま
し
た
。

2022 年度臨時理事会
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仮
設
排
水
管
設
置
な
ど
採
択

　

国
土
交
通
省
は
こ
の
ほ

ど
、
22
年
度
第
３
回
「
マ

ン
シ
ョ
ン
ス
ト
ッ
ク
長
寿

命
化
等
モ
デ
ル
事
業
」
の

採
択
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
、
計
画
支
援
型
２
件
、

工
事
支
援
型
（
長
寿
命
化

改
修
工
事
）
の
２
件
を
採

択
し
ま
し
た
。

　

同
モ
デ
ル
事
業
は
、
高

経
年
マ
ン
シ
ョ
ン
の
適
正

な
維
持
管
理
お
よ
び
長
寿

命
化
に
資
す
る
改
修
や
建

替
え
を
促
進
す
る
た
め
、

先
導
性
の
高
い
マ
ン
シ
ョ

ン
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

の
支
援
を
目
的
に
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
採
択
さ
れ
た
工
事

支
援
型
支
援
の
う
ち
、「
秀

和
高
円
寺
レ
ジ
デ
ン
ス
」

（
築
約
50
年
・
２
１
０
戸

の
マ
ン
シ
ョ
ン
）
で
は
、

20
年
度
に
老
朽
化
共
用
排

水
立
管
の
更
新
・
更
生
工

事
（
実
施
・
ジ
ャ
パ
ン
・

エ
ン
ヂ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
）

を
採
択
事
業
と
し
て
実

施
。
今
回
は
、
そ
の
際
に

　

不
動
産
経
済
研
究
所
が

ま
と
め
た
２
０
２
２
年

「
新
築
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

市
場
動
向
」
に
よ
る
と
、

首
都
圏
に
お
け
る
新
築
マ

ン
シ
ョ
ン
発
売
戸
数
は

２
万
９
５
６
９
戸
で
前
年

比
12
・
１
％
減
と
な
り
、

２
年
ぶ
り
に
３
万
戸
割
れ

と
な
り
ま
し
た
。
近
畿
圏

も
２
年
ぶ
り
に
減
少
し
て

い
ま
す
。

　

契
約
率
は
70
・
４
％
で

前
年
比
２
・
９
ポ
イ
ン
ト

下
落
し
ま
し
た
が
、
２
年

連
続
で
70
％
を
超
え
ま
し

た
。

　

平
均
価
格
は
６
２
８
８ 

万
円
で
同
０
・
４
％
増
と
、

微
増
な
が
ら
も
４
年
連
続

で
増
加
し
、
１
㎡
当
た
り

単
価
は
95
・
１
万
円
で
同

１
・
６
％
増
と
10
年
連
続

で
増
加
し
、
と
も
に
過
去

最
高
値
を
更
新
し
ま
し

た
。

　
「
億
シ
ョ
ン
」
物
件
の

発
売
は
２
４
９
１
戸
で
、

前
年
比
９
・
７
％
減
少
し

て
い
ま
す
。
２
０
２
３
年

は
、東
京
23
区
内
の
大
型
・

タ
ワ
ー
物
件
が
け
ん
引

し
、
前
年
比
８
・
２
％
増

の
３
万
２
０
０
０
戸
と
な

る
見
込
み
で
す
。

　

近
畿
圏
の
発
売
戸
数

は
、
１
万
７
８
５
８
戸
で

前
年
比
５
・
８
％
減
少
し

ま
し
た
。
契
約
率
は
72
・

７
％
で
同
２
・
９
ポ
イ
ン

ト
上
昇
し
、
２
年
ぶ
り
に

70
％
台
を
超
え
ま
し
た
。

　

平
均
価
格
は
４
６
３
５ 

万
円
で
同
１
・
６
％
増
と

５
年
連
続
で
増
加
、
１
㎡

当
た
り
単
価
は
77
・
４
万

円
で
、
同
３
・
１
％
増
と

10
年
連
続
で
増
加
し
ま
し

た
。

　

２
０
２
３
年
は
、
価
格

高
騰
に
よ
る
需
給
悪
化
が

懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

前
年
比
０
・
８
％
増
の

１
万
８
０
０
０
戸
と
見
込

ん
で
い
ま
す
。

設
置
し
た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

用
接
続
継
手
を
活
用
す

る
、「
既
設
の
接
続
継
手
の

有
効
活
用
に
よ
る
仮
設
排

水
管
設
置
に
よ
り
上
階
の

排
水
制
限
を
低
減
す
る
１

階
床
下
排
水
管
の
改
修
工

事
」が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

倒
産
件
数
が
３
年
ぶ
り
に
増
加

�

東
商
リ
サ
ー
チ

　

東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
に

よ
る
と
、
２
０
２
２
年
の

全
国
企
業
倒
産
（
負
債
総

額
１
０
０
０
万
円
以
上
）

は
、
前
年
比
６
・
６
％
増

の
６
４
２
８
件
、
負
債
総

額
は
前
年
比
２
倍
の
２
兆 

３
３
１
４
億
円
で
し
た
。

　

倒
産
件
数
に
つ
い
て
は

３
年
ぶ
り
に
前
年
を
上
回

り
ま
し
た
が
、
２
年
連
続

で
６
０
０
０
件
台
に
と
ど

ま
り
ま
し
た
。
負
債
総
額

は
５
年
ぶ
り
に
前
年
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
関
連
倒

産
は
２
２
９
０
件
と
、
前

年
（
１
６
７
４
件
）
の
１
・

３
倍
に
増
加
し
た
。

　

負
債
総
額
に
つ
い
て

は
、
大
型
倒
産
１
件
の
影

響
で
、
２
０
１
７
年
以
来

の
２
兆
円
超
え
と
な
り
ま

し
た
が
、
中
堅
規
模
の
倒

産
が
増
加
し
た
こ
と
も
影

響
し
ま
し
た
。
た
だ
、
依

然
と
し
て
負
債
１
億
円
未

満
が
全
体
の
７
割
（
４
６ 

６
１
件
、
72
・
５
％
）
を

占
め
て
お
り
、
小
規
模
倒

産
が
中
心
の
状
況
に
変
化

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

産
業
別
で
は
、
10
産
業

の
う
ち
７
産
業
で
件
数
が

前
年
を
上
回
り
ま
し
た
。最

も
件
数
が
多
か
っ
た
の
は

「
サ
ー
ビ
ス
業
他
」の
２
０ 

７
５
件
で
し
た
が
、
こ
の

う
ち
コ
ロ
ナ
禍
で
増
加
し

て
い
た
飲
食
業
（
５
２
２

件
、同
19
・
４
％
減
）や
宿

泊
業（
76
件
、同
11
・
６
％

減
）
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
燃
料
費
の
高
止

ま
り
が
続
く
「
運
輸
業
」

が
３
２
４
件（
同
35
・
５ 

％
増
）
と
２
年
連
続
で
前

年
を
上
回
り
、
こ
の
う
ち

　

◇
代
表
者
変
更（
敬
称

略
）

【
南
関
東
支
部
】

　

▽
㈱
富
士
：
代
表
取
締

役
が
関
英
二
か
ら
内
田
良

明
に
変
更（
２
０
２
３
年

１
月
）

会
員
だ
よ
り

2022・2023 年度建築物排水管清掃作業従事者研修

開催日 会場
募集 

人員

3 月 17 日 

（金）
（神奈川）

神奈川県立かながわ労働プラザ 

（神奈川県横浜市中区寿町 1-4）
60 名

4 月 13 日 

（木）
（北海道）

北海道自治労会館　４F ホール 

（北海道札幌市北区

北 6 条西 7 丁目 5-3）

60 名

５月 31 日 

（水）
（東京①）

東京都立産業貿易センター 浜松町館 

( 東京都港区海岸 1-7-1 

東京ポートシティ竹芝 )

80 名

2023 年度建築物排水管清掃技士資格講習（開催決定分）

開催日 会場
募集 

人員

5 月

11 ・ 12 日 

（木 ・ 金）

（神奈川）
横浜産業貿易センター 

( 神奈川県横浜市中区山下町 2）
20 名

22
年
度
第
３
回
モ
デ
ル
事
業

22
年
マ
ン
シ
ョ
ン
発
売
、首
都・

�
近
畿
圏
と
も
２
年
ぶ
り
減

�

不
動
産
経
済
研
究
所

道
路
貨
物
運
送
業
が
２ 

４
８
件
（
同
46
・
７
％
増
）

と
急
増
し
ま
し
た
。

　

地
区
別
で
は
、
９
地
区

（
北
海
道
、
東
北
、
関
東
、

中
部
、
北
陸
、
近
畿
、
中

国
、
四
国
、
九
州
）
の
う

ち
中
部
、
北
陸
、
四
国
を

除
く
６
地
区
で
前
年
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。

【資料２】　2022 年産業別倒産状況

産業
件数 負債総額 （百万円）

22 年 21 年 前年比 22 年 21 年 前年比

農 ・ 林 ・ 漁 ・

鉱業
90 55 63.63% 92,230 7,051 1208.04%

建設業 1,194 1,065 12.11% 119,357 105,017 13.65%

製造業 722 664 8.73% 171,070 177,024 ▲ 3.36%

卸売業 834 806 3.47% 220,738 198,810 11.02%

小売業 718 730 ▲ 1.64% 144,885 125,779 15.19%

金融 ・ 保険業 17 23 ▲26.08% 3,016 3,660 ▲17.59%

不動産業 216 235 ▲ 8.08% 59,976 68,552 ▲12.51%

運輸業 324 239 35.56% 65,335 28,346 130.49%

情報通信業 238 206 15.53% 28,457 28,147 1.10%

サービス業他 2,075 2,007 3.38% 1,426,379 408,317 249.33%

合計 6,428 6,030 6.60% 2,331,443 1,150,703 102.61%

� 出所 ： 東京商工リサーチ

受
注
額
２・３
％
減

　

国
土
交
通
省
が
公
表
し

た「
建
築
物
リ
フ
ォ
ー
ム
・

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
調
査
報
告
」

に
よ
る
と
、
２
０
２
２
年

度
第
２
四
半
期
（
７
〜
９

月
）
の
受
注
高
合
計
は
、

２
兆
９
５
６
５
億
円
で
、

前
年
同
期
比
２
・
３
％
減

少
し
ま
し
た
。こ
の
う
ち
、

住
宅
に
関
す
る
工
事
の
受

注
高
は
１
兆
１
７
７
億
円

で
同
２
・
８
％
増
、
非
住

宅
建
築
物
に
関
す
る
工
事

受
注
額
は
１
兆
９
３
８
９ 

技
能
実
習
で

行
政
処
分

　

法
務
省
と
厚
生
労
働
省

は
１
月
20
日
付
で
、
技
能

実
習
法
に
基
づ
き
協
同
組

合
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｎ
に
対
し

監
理
団
体
の
許
可
取
り
消

し
を
通
知
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
出
入
国
在
留
管

理
庁
と
厚
生
労
働
省
は
、

同
日
付
で
、
技
能
実
習
の

受
け
入
れ
側
８
社
に
つ
い

て
技
能
実
習
計
画
の
認
定

取
り
消
し
を
通
知
し
ま
し

た
。

　

監
理
団
体
の
許
可
取
り

消
し
に
つ
い
て
は
、
中
国

の
送
り
出
し
機
関
の
契
約

不
備
を
未
確
認
だ
っ
た
た

め
、
技
能
実
習
法
第
37
条

第
１
項
第
１
号
（
技
能
実

習
法
第
25
条
第
１
項
第
２

号
（
技
能
実
習
法
第
39
条

第
３
項
））
に
規
定
す
る

監
理
団
体
の
許
可
の
取
消

事
由
に
該
当
す
る
と
し
て

い
ま
す
。

　

技
能
実
習
計
画
の
認
定

取
り
消
し
は
、
㈱
ア
ル
ミ

ネ
、
㈲
タ
ケ
シ
マ
、
Ｔ
Ｐ

Ｒ
㈱
、
ト
ピ
ー
工
業
㈱
、

南
海
亜
鉛
鍍
金
㈱
、
㈲
野

呂
電
設
、㈲
ユ
ー
ル
・
ニ
ッ

セ
牧
場
、
㈲
ワ
ー
ル
ド

オ
ー
キ
ッ
ド
。

　

出
入
国
ま
た
は
労
働
に

関
す
る
法
令
に
関
し
不
正

又
は
著
し
く
不
当
な
行
為

を
し
た
こ
と
か
ら
、
技
能

実
習
法
第
16
条
第
１
項
第

７
号
に
規
定
す
る
認
定
の

取
消
事
由
に
該
当
す
る
た

め
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【資料１】建築物リフォーム・リニューアル工事の受注高の推移
� （単位 ： 億円， 対前年同期比 ％）

計 住宅 非住宅建築物

受注高
前　年 

同期比
受注高

前　年 

同期比
受注高

前　年 

同期比

2020 年度
上半期 53,065 ▲ 17.2 15,282 ▲ 15.6 37,783 ▲ 17.9

下半期 53,290 ▲ 15.8 16,616 ▲ 1.3 36,674 ▲ 21.0

2021 年度

上半期 57,848 9.0 19,061 24.7 38,787 2.7

第１四半期 （４～６月） 27,583 12.0 9,159 35.8 18,423 3.0

第２四半期 （７～９月） 30,266 6.5 9,902 16.0 20,364 2.4

下半期 59,130 11.0 18,416 10.8 40,714 11.0

第３四半期 （10 ～ 12 月） 31,581 21.6 10,332 17.1 21,249 23.9

第４四半期 （１～３月） 27,549 0.8 8,084 3.7 19,465 ▲ 0.3

2022 年度

上半期 57,592 ▲ 0.4 19,277 1.1 38,315 ▲ 1.2

第１四半期 （４～６月） 28,027 1.6 9,100 ▲ 0.6 18,927 2.7

第２四半期 （７～９月） 29,565 ▲ 2.3 10,177 2.8 19,389 ▲ 4.8

億
円
で
、
同
４
・
８
％
減

少
し
ま
し
た
。

（4）令和５年３月号全　管　協　ニ　ュ　ー　ス（毎月１回発行）第４２３号


